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１
．
適
切
な
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン

　
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
、
組
織
構
成
員

の
日
々
の
活
動
に
よ
っ
て
実

践
さ
れ
て
い
る
。
企
業
の
目

的
は
、
社
会
的
使
命
と
活
動

領
域
（
ド
メ
イ
ン
）
を
明
ら

か
に
し
、
顧
客
、
株
主
、
従

業
員
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
た
め
に
新
た
な
価

値
を
創
造
し
続
け
る
こ
と
で

あ
る
。
企
業
は
外
部
環
境
に

お
け
る
脅
威
と
機
会
の
評

価
、
自
社
の
強
み
・
弱
み
の

分
析
を
実
施
し
、
戦
略
を
策

定
し
た
上
で
そ
れ
を
実
行
す

る
。

　
し
か
し
将
来
は
不
確
実
で

あ
り
、
企
業
が
期
待
す
る
シ

ナ
リ
オ
通
り
に
は
な
ら
な

い
。
企
業
の
戦
略
が
常
に
不

適
切
と
な
る
リ
ス
ク
や
、
自

ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
な
い

自
然
災
害
や
人
災
に
よ
る
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス

ク
、
金
融
資
本
市
場
の
変
化

に
伴
う
リ
ス
ク
な
ど
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
外
的
要
因
が

関
連
す
る
リ
ス
ク
だ
け
で
な

く
、
企
業
は
、
自
ら
の
企
業

活
動
に
起
因
す
る
内
な
る
リ

ス
ク
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
経
営
に
と

っ
て
、
内
部
統
制
は
不
可
欠

な
事
項
と
な
る
。
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
伴
う
事
故
が
発
生

す
る
と
、
経
済
的
損
失
の
み

を
引
き
起
こ
す
。
こ
の
た

め
、
法
令
や
会
社
の
規
則
・

ル
ー
ル
な
ど
を
遵
守
す
る
た

め
の
統
制
を
敷
く
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
い
っ
た
最

低
限
の
対
応
に
と
ど
ま
ら

ず
、
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
契
約
者
保
護
や
競
争
力
向

上
の
観
点
か
ら
対
策
が
検
討

さ
れ
る
。
こ
の
対
策
の
目
的

は
、
対
象
と
す
る
プ
ロ
セ
ス

や
リ
ス
ク
の
発
生
を
い
か
な

る
レ
ベ
ル
ま
で
容
認
す
る
か

に
よ
っ
て
、
そ
の
対
策
内
容

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
基
本
的
に
起
こ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
す
る
レ
ベ
ル

（
ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン
ス
）
や
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
や
過
失

な
ど
に
よ
り
統
計
的
に
一
定

程
度
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と

は
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
る
レ
ベ
ル
（
ミ
ニ
マ
ム

ト
レ
ラ
ン
ス
）
が
あ
る
。
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
本
的

な
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、

契
約
者
保
護
と
の
関
連
で
、

内
部
統
制
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
対
策

を
打
つ
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

は
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
や
信
頼

と
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
。

２
．
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
ス
ク
と
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

　
こ
れ
ま
で
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
と
の
関
係

で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

製
造
業
で
は
、
「
人
間
は
、

エ
ラ
ー
を
犯
す
動
物
で
あ

る
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

人
が
う
っ
か
り
ミ
ス
を
起
こ

し
て
も
事
故
に
至
ら
な
い
よ

う
に
す
る
安
全
設
計
（
フ
ー

ル
プ
ル
ー
フ
）
な
ど
、
設
備

の
方
を
利
用
者
で
あ
る
人
に

合
わ
せ
る
よ
う
な
改
良
も
実

施
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
作

業
を
行
う
前
に
、
機
械
や
装

置
を
指
で
さ
し
な
が
ら
声
を

出
し
て
状
況
を
確
認
し
た

り
、
作
業
後
に
適
切
に
遂
行

で
き
た
か
ど
う
か
確
認
し
た

り
す
る
「
指
差
呼
称
」
な
ど

の
安
全
活
動
も
展
開
さ
れ
て

き
た
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
へ
の

対
策
と
し
て
、
人
の
行
動
と

意
思
決
定
の
関
係
に
着
目
し

た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
ラ
ス
ム
ッ
セ

ン
（R

asm
u
ssen
, J.

）

は
、
人
間
行
動
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
慣
れ
や
熟
練
の
観
点
か

ら
、
知
識
ベ
ー
ス
（K

now

ledg
e B
ased

：
Ｋ
Ｂ
）

の
行
動
、
規
則
ベ
ー
ス

（R
u
le B
ased

：
Ｒ
Ｂ
）

の
行
動
、
技
能
ベ
ー
ス
（S
k

ill B
ased

：
Ｓ
Ｂ
）
の
行

動
に
分
類
す
る
（
図
表

１
）
。

　
人
間
は
、
め
っ
た
に
し
な

い
行
為
、
不
慣
れ
な
行
為
、

初
め
て
の
行
為
、
あ
る
い
は

事
態
が
曖
昧
だ
っ
た
り
、
複

雑
だ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、

そ
の
都
度
考
え
な
が
ら
行
動

す
る
。
こ
れ
を
Ｋ
Ｂ
ベ
ー
ス

の
行
動
と
い
う
。
も
う
少
し

頻
繁
に
行
わ
れ
る
行
為
や
、

慣
れ
て
き
た
行
為
を
行
う
場

合
は
、
当
該
行
為
の
手
順

（
規
則
、
あ
る
い
は
熟
練
に

よ
っ
て
身
に
着
け
た
規
則
も

あ
る
）
に
従
っ
て
行
動
す
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
Ｒ
Ｂ

の
行
動
と
い
う
。
つ
ま
り
、

定
め
ら
れ
た
手
順
に
従
っ

て
、
あ
る
作
業
を
遂
行
す
る

場
合
、
作
業
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
規
則
を
つ
な
げ

合
わ
せ
て
い
く
。
誤
っ
た
規

則
を
適
用
し
た
り
、
規
則
を

不
適
切
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

り
す
る
と
エ
ラ
ー
が
発
生
す

る
。
ま
た
Ｒ
Ｂ
ベ
ー
ス
の
行

動
は
、
反
復
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
慣
れ
て
く

る
と
、
一
度
行
為
を
開
始
す

れ
ば
、
意
識
的
に
行
為
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
な
く

自
動
的
に
行
為
を
遂
行
す
る

よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

自
動
化
さ
れ
た
行
為
、
熟
練

し
た
行
為
の
多
く
は
Ｓ
Ｂ
ベ

ー
ス
の
行
為
と
な
る
。
こ
の

場
合
、
Ｒ
Ｂ
ベ
ー
ス
の
行
動

な
ど
と
異
な
り
、
行
為
の
途

中
で
意
識
が
介
入
す
る
こ
と

が
な
い
の
で
、
「
う
っ
か

り
」
「
ぼ
ん
や
り
」
「
不
注

意
」
な
ど
が
エ
ラ
ー
の
原
因

と
な
る
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
リ
ー
ソ
ン

（R
eason

, J.

）
は
、
重

大
事
故
の
原
因
が
、
そ
の
始

ま
り
は
個
人
単
位
の
違
反
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
が
組

織
全
体
あ
る
い
は
社
会
全
体

に
拡
大
し
て
い
く
過
程
に
着

目
し
、
組
織
体
制
に
潜
む
欠

陥
が
引
き
起
こ
す
事
故
と
い

う
意
味
で
「
組
織
事
故
（O

r

g
an
izatio

n
al accid

e

n
ts

）
」
を
定
義
す
る
。
企

業
は
、
大
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
複
数
の
連
続
し
た
防

御
壁
を
設
置
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
全
て
に
完
璧
な
対

策
は
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
の
落
と
し
穴
（
過

誤
）
に
小
さ
な
不
安
全
行
動

が
つ
な
が
っ
て
、
防
御
壁
を

通
過
し
て
大
事
故
に
至
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

現
象
を
一
般
に
ス
イ
ス
チ
ー

ズ
・
モ
デ
ル
（
図
表
２
）
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
の
名
称

は
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
チ
ー
ズ

の
穴
の
部
分
が
な
ん
ら
か
の

拍
子
で
重
な
り
、
穴
が
貫
通

し
予
想
外
の
事
故
が
起
き
る

比
喩
か
ら
来
て
い
る
。

　
リ
ー
ズ
ン
は
、
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
は
結
果
で
あ
っ

て
原
因
で
は
な
い
」
と
指
摘

す
る
。
な
ぜ
エ
ラ
ー
が
起
き

た
の
か
、
そ
の
筋
書
き
を
理

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
エ
ラ
ー
の
再
発
を
防
止
で

き
る
と
い
う
考
え
方
に
立
っ

て
い
る
（
注
１
）
。

３
．
新
た
な
リ
ス

ク
：
コ
ン
ダ
ク
ト

リ
ス
ク

　
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
保
険
監
督
者

国
際
機
構
）
に
お
い
て
、
コ

ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
の
整
理
や

対
策
の
論
議
が
進
め
れ
れ
て

い
る
。
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク

は
、
「
保
険
者
、
保
険
仲
介

者
が
業
務
を
遂
行
す
る
際
、

顧
客
を
公
正
に
取
り
扱
う
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
ず
る
顧
客
・
保
険

者
・
保
険
セ
ク
タ
ー
・
保
険

市
場
へ
の
リ
ス
ク
（
注

２
）
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理

事
会
）
は
、
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に

お
い
て
、
風
評
リ
ス
ク
や
コ

ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
な
ど
の
よ

う
に
定
量
化
が
相
対
的
に
難

し
い
リ
ス
ク
も
取
り
上
げ
る

べ
き
で
あ
る
（
注
３
）
、
と

指
摘
し
て
い
る
。
コ
ン
ダ
ク

ト
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
各

国
で
定
義
の
統
一
や
そ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
標
準
化
が

な
さ
れ
て
い
る
状
況
に
は
な

い
が
、
契
約
者
保
護
や
安
心

を
確
保
す
る
機
能
を
担
う
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
を
考

え
、
今
後
注
目
さ
れ
る
リ
ス

ク
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

保
険
会
社
の
基
本
サ
ー
ビ
ス

の
履
行
に
直
結
す
る
業
務
に

つ
い
て
は
、
従
来
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
管
理
の

よ
う
に
再
発
防
止
と
い
う
視

点
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
ト
レ
ラ

ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
業
務

品
質
を
問
う
べ
き
検
証
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

　
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
は
、

リ
ス
ク
が
発
現
し
た
場
合
の

形
態
と
し
て
は
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
（
注
４
）

と
見
な
さ
れ
る
た
め
、
従
来

は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス

ク
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、

コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
を
別
の

リ
ス
ク
と
し
て
取
り
扱
う
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
監
督
当
局
が
コ
ン
ダ
ク
ト

リ
ス
ク
に
関
心
を
払
っ
て
い

る
の
は
、
こ
の
リ
ス
ク
が
会

社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
戦

略
に
関
連
が
強
い
こ
と
、
経

営
の
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
醸

成
へ
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
保

険
会
社
と
し
て
、
本
リ
ス
ク

へ
対
応
す
る
た
め
に
は
、
コ

ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
の
視
点
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら

か
に
、
従
来
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
対
応
と
は
異

な
る
目
線
を
含
ん
で
い
る
。

過
去
に
発
生
し
た
事
故
や
そ

の
類
似
の
事
例
の
再
発
防
止

に
主
眼
を
置
い
た
バ
ッ
ク
ワ

ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
的
対
策
に

と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
品
質
の

向
上
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
・
向
上
を
念
頭
に
、

保
険
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
契

約
者
に
提
供
す
る
ま
で
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
介
在
す

る
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
レ
ベ

ル
ま
で
意
識
を
め
ぐ
ら
せ
、

潜
在
要
因
を
排
除
す
る
と
い

う
対
策
が
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス

ク
対
策
に
は
期
待
さ
れ
て
い

る
。
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
業
務

品
質
向
上
の
観
点
か
ら
は
、

一
定
ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た

状
況
の
下
で
も
実
施
可
能
か

と
い
っ
た
観
点
（
リ
ス
ク
の

観
点
）
も
踏
ま
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
コ

ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
対
応
に

連
載　

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
基
礎
講
座　
《
第
23
回
》

Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
効
性
（
そ
の
１
）

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

後
藤
　
茂
之

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

図表１　ラスムッセンの行動の３類型

（出典：Rasmussen, J., 1986, Information processing and human-machine interaction- An approach to cognitive 
engineering, Elsevier Science Inc.,）

知識ベース

感覚入力 動作

自動化された
感覚運動パターン

規則ベース

技能ベース

 

認知
（再認）

状況と作業の合致
（連合）

定められている
あるいはお決まりの
作業規則・手順

解釈
（同定）

タスクの選択
（決定） 作業の計画

事象の検知
（特徴形成）

図表２　スイスチーズ・モデル

連続した防御壁と落とし穴
事故

危険

【
後
藤
茂
之
氏
プ
ロ
フ
ィ

ル
】

　
大
手
損
害
保
険
会
社
お

よ
び
保
険
持
ち
株
会
社
に

て
、
企
画
部
長
、
リ
ス
ク

管
理
部
長
を
歴
任
。
日
米

保
険
交
渉
、
合
併
・
経
営

統
合
に
伴
う
経
営
管
理
体

制
の
構
築
、
海
外
Ｍ
＆

Ａ
、
保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構

築
、
グ
ル
ー
プ
内
部
モ
デ

ル
の
高
度
化
、
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
セ

ス
整
備
に
従
事
。
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ｓ
、
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ａ
　
Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
、
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
関
連
パ
ネ
ル
に
参

加
。
現
職
に
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ

高
度
化
関
連
コ
ン
サ
ル
に

従
事
。

　
大
阪
大
学
経
済
学
部
卒

業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
所
・
客
員
研

究
員
、
中
央
大
学
大
学
院

総
合
政
策
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
総
合
政

策
）
。
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は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
フ
ォ
ワ

ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
、
戦
略
的

思
考
な
ど
の
視
点
が
求
め
ら

れ
る
（
注
５
）
。

　
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
へ
の

対
応
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
商
品

の
販
売
中
止
や
誤
解
を
招
く

よ
う
な
金
融
商
品
の
販
売
促

進
の
中
止
、
コ
ン
ダ
ク
ト
リ

ス
ク
発
現
の
要
因
と
な
る
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
是
正
と

い
っ
た
よ
う
に
、
顧
客
の
利

益
と
い
う
目
線
か
ら
の
措
置

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
を
軽

減
し
よ
う
と
す
る
と
、
組
織

構
成
員
の
日
常
の
活
動
に
幅

広
く
関
係
す
る
だ
け
に
、
経

営
と
し
て
は
、
リ
ス
ク
カ
ル

チ
ャ
ー
の
醸
成
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
、
シ
ン
プ
ル
で
透
明
性
の

高
い
組
織
づ
く
り
や
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
各

機
能
の
連
鎖
の
明
確
化
、
義

務
や
責
任
関
係
の
透
明
化
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化

な
ど
、
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク

の
原
因
を
軽
減
す
る
た
め
の

戦
略
的
思
考
が
不
可
欠
と
な

る
。
ま
た
、
監
督
当
局
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
お
い
て
も
、

倫
理
基
準
、
報
酬
実
務
、
倫

理
的
行
動
の
促
進
に
お
け
る

取
締
役
会
と
経
営
陣
の
役
割

な
ど
、
金
融
機
関
の
リ
ス
ク

カ
ル
チ
ャ
ー
を
構
成
す
る
幅

広
い
事
項
に
対
す
る
監
視
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｒ
Ｍ
構
築
の
ス
テ
ー
ジ

は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
枠
組
み

を
導
入
す
る
ス
テ
ー
ジ
か

ら
、
実
効
性
強
化
の
視
点

へ
、
日
々
の
組
織
活
動
を
担

う
個
人
の
行
動
へ
と
、
そ
の

目
線
が
変
化
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
を
い
か

に
捉
え
、
い
か
に
対
処
す
る

か
と
い
っ
た
保
険
会
社
に
と

っ
て
の
基
本
的
な
命
題
を
、

組
織
構
成
員
個
々
人
の
レ
ベ

ル
へ
い
か
に
浸
透
さ
せ
る
か

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き

た
。

	

（
つ
づ
く
）

◇

　（
注
１
）
Ｊ
．
リ
ー
ソ
ン

『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
エ
ラ
ー
４

版
』
林
喜
男
監
訳
、
２
０
０

５
年
、
海
文
堂
、
Ｐ
Ｐ
．
32

～
34

　（
注
２
）IA

IS Issu
es 

P
ap
e
r o
n C
o
n
d
u
ct 

o
f B
u
s
in
e
s
s R
is
k 

an
d its M

an
ag
e
m
e

n
t, N
ov
em
ber 2015

　（
注
３
）
「
効
果
的
な
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
原
則
」
Ｆ
Ｓ
Ｂ

（
２
０
１
３
年
１
月
）

　（
注
４
）
現
在
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
に
は
、

一
般
に
、
事
務
リ
ス
ク
、
シ

ス
テ
ム
リ
ス
ク
、
法
務
リ
ス

ク
を
含
む
が
、
戦
略
リ
ス
ク

や
風
評
リ
ス
ク
は
含
ん
で
い

な
い
。

　（
注
５
）IA
IS Issu

es 

P
ap
e
r o
n C
o
n
d
u
ct 

of B
u
sin
ess in In

clu

siv
e In
su
ran
ce  21 

O
ctober 2015

の
内
容

を
踏
ま
え
、
執
筆
者
の
考
え

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　（
文
中
の
意
見
に
当
た
る

部
分
は
執
筆
者
個
人
の
も
の

で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
◆
こ
の
連
載
は
隔
週
木
曜

日
に
掲
載
し
ま
す
。

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）


